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OECD Health Data 2012

Total expenditure on health, % gross domestic product

2010 (or nearest year)
United States 17.6
Netherlands 12.0
France 11.6
Germany 11.6
Canada 11.4
Switzerland 11.4
Denmark 11.1
Austria 11.0
Portugal 10.7
Belgium ¹ 10.5
Greece 10.2
New Zealand 10.1
Spain 9.6
Sweden 9.6
United Kingdom 9.6
Japan 9.5
Norway 9.4
Iceland 9.3
Italy 9.3
Ireland 9.2
Australia 9.1
Slovak Republic 9.0
Slovenia 9.0
Finland 8.9
Chile 8.0
Luxembourg 7.9
Hungary 7.8
Czech Republic 7.5
Korea 7.1
Poland 7.0
Estonia 6.3
Mexico 6.2
Turkey 6.1

OECD AVERAGE 9.5



3 Copy Right: Ryuichi Yamamoto, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo, 2013



4 Copy Right: Ryuichi Yamamoto, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo, 2013

1947年の日本：

平均余命（0歳） 男50.0年 女54.0年 【2010年 男79.6年 女86.4】

死因 結核、肺炎、胃腸炎、脳卒中、老衰

血液検査はわずか数項目でいずれも用手検査、X線撮影は単純撮影だけ
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Medical Records lost in East Japan Earthquake and 
tsunami 3.11 2011 14:46:18

And even in Tokyo, for lack of electric power, we faced planed 
blackouts. Some healthcare information systems stopped 3hrs in 
a day.
We are forced to reinvestment of business continuity plan. 
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4 4

ライフサイクル

医療機関X

▲出生 ▲入学 ▲成人 ▲就職 ▲40歳 ▲65歳 ▲死亡

自治体
（母子健康主管課）

本人

学校・
教育委員会

企業・共済・組合など健保

自治体（地域包括
支援センター）

介護事業者

民間健診機関

フィットネスクラブ

母子手帳

乳幼児健診情報

乳幼児予防接種

出生時記録

児童生徒健康診断票

各種健診結果

要介護認定

ケアプラン

後期高齢者健診

診療レセプト

健診記録

運動記録

調剤薬局Ａ 調剤レセプト

人間ドック

就学時健診記録

調剤情報

カルテ

処方箋

診療画像

複数医療機関・薬局に
点在、数年後に廃棄

医療機関請求書

診療情報提供書

調剤情報提供書

予防接種記録

自己測定

5年後には
廃棄

別個の紙、冊子による情報の提
供・保管であるため散逸しがち

▲卒業

乳幼児期
０～５

児童・生徒・学生期
６～１５，１８，２２・・・

社会人・成人期
１６，１９．２２・・・～６０・・・

リタイア期
６０・・・～

医療機関Ａ

・・・・・・・・・・・・
診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

診療レセプト

カルテ

処方箋

診療画像

診療情報提供書

調剤レセプト

調剤情報

・・・・・・

・・・・・・
調剤薬局X・・・

t

健康保険
国保

〈扶養〉

企業・共済・組合など健保

国保

国保

各保険者加入者がリタイア期に入り、多くが国保に移行する

自治体（国保） 健診記録

健診記録

特定健診記録

特定健診記録

診療レセプト

調剤レセプト

転居・転職により継続保管
が困難に

調剤レセプト

診療レセプト企業など健保

周産期

妊娠管理

指導票・経過票

新生児経過票

分娩経過票

保健調査票

健康観察簿

介護サービ
スレセプト

自治体（障害者担当）
障害者サービス記録

障害者サービス、介護保
険給付の適用の判断・整
理が難しい

▲妊娠
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日本の誇る手帳文化

> 母子手帳

> お薬手帳

> 糖尿病手帳
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特定の疾患の
特定の項目は

個人ＩＤ削除後に
自動的に登録

行政 etc…..

研究者

医療団体

② 匿名化診療要約デ
ータ管理システム

①生涯型健康・診療
データ管理バンク

健康・診療データの
個人ベースでの管理

医療施設

診療データ

預ける引き出す

別の医療施設

見せる

受け取る

利用手続き後
活用

委任契約での
自動預託も可能

診療のための生涯型健康・診療データ管理バンク①および施策
活用のための匿名化診療要約データ管理システム②（大江和彦教授 2006 Oct.）
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浦添健康情報活用基盤の概要

3
浦添市医師会
沖縄県薬剤師会（浦添市部）

標準化データベース

診療サマリ
調剤情報
服薬指導情報等

電子カルテ／レセコン

登
録

保
存

閲
覧

浦添健康情報活用基盤

市民
市民の
家族等

MIｾﾝﾀｰ
保健相談ｾﾝﾀｰ
地域包括支援ｾﾝﾀｰ

匿
名
化

浦添市役所まじゅんらんど
ジスタス浦添
ﾍﾙｽｱｯﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝうらそえ

健診結果等
運動記録、
食事指導記録等

健康チャレ
ンジ日記

保健システム

疾病管理
サービス

運動処方箋 診療情報提供書

電子処方箋

健康サービス
事業者

薬剤師等

医師等 医師等

利用者基本情報

日常情報 健診情報

服薬情報

調剤情報

救急情報

診療情報運動プログラム

指導情報

浦添市
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PHR - EHR 各国の状況

> 米国 NHIN – RHIO → ARRA

> 英国 NPfIT → Health Connect

> カナダ Infoway

> フランス Dossier Medical Personel (DMP) 

> デンマーク

> オランダ

> オーストラリア

> 香港（すでに完成？）

> 韓国

> 中国（2020年に構築終了）
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病院

診療所

薬局

フィットネス
センター

家庭

介護医療連携

PHR

様々な形態

健診
医療保険者

学校

自治体・
保健センター 個人に提供

基本的に
医療情報

患者の同意の下に共有

サービス提供事業者

支援者
（患者団体、コミュニティ等）

個人の責任
による預入

配食
サービス

閲覧・参照

個人への提供の流れ

個人による入力の流れ

閲覧・参照の流れ

主に医療情報の共有の流れ

凡例

介護

救急、転居、災害等

臨床検査
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臨床検査情報連携基盤の概要

＋

臨床検査情報連携基盤

検査結果データ

標準化された検査
結果データ

大規模災害時のBCP支援

診療への利活⽤

往診時のスマートフォ
ン等によるデータ参照

⾮常時でのデ
ータ利活⽤

臨床検査情報連携基盤の全体像

⼤規模災害時のBCP⽀援

地域連携への利活⽤

診療所・
⼩規模医療機関

臨床検査会社

地域医療連携ネットワーク
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PMDA MIHARIプロジェクト

> Medical Information for Risk Assessment Initiative

> 21年度～23年度試行調査、24年度～本調査

> レセプトデータを用いた使用実態および安全対策措置の効果に
関する試行調査

> レセプトデータを用いた副作用発現状況に関する試行調査

> レセプトデータを用いた機械的シグナル検出の検討

> 病院情報システムデータの試行調査

> DPCデータを用いた試行調査
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海外主要データベース概要

DB/DB運用組織名 国 規模 含まれるデータ 備考

GPRD 英 657万人 診療情報、処方、患者情報、
検査結果等

MHRAが管理運営するDB
一般診療所488施設より情報収集

THIN 英 500万人 診療情報、処方、患者情報等 EPICがGPRDの代替として構築したDB
GP300人より情報収集

PHARMO オランダ 200万人以上 診療情報、処方、検査結果等 ユトレヒト大学、ロッテルダム大学が構築したDB

IMS Disease
Analyzer

英・独・
仏・豪

1570万人 診療情報、処方、患者情報、
医師情報等

IMS Health社が構築したDB
GP3600人より情報収集

i3 Aperio 米 3900万人以上 診療・処方レセプト、患者情報、
検査結果等

保険会社ユナイテッドヘルス・グループの1部門
であるi3のDB

Kaiser
Permanente

米 860万人以上 診療・処方レセプト、患者情報、
検査結果等

米国 大の非営利総合医療団体であるKaiser
PermanenteのDB。7地域にリサーチセンターが
あり、それぞれ独自のDBを所有する

HMO research
network

米 4000万人以上 診療・処方レセプト、患者情報
等

カイザーを含む14の保険会社のコンソーシアム
が収集したレセプトデータのDB

M di Medicare,
Medicaid

米 4230万人
4930万人

診療・処方レセプト、患者情報
等

アメリカの公的医療保険制度の会員登録DB
Center for Medicare and Medicaid Services
（CMS）が両者を包括的に統括している

Health Services
Databases in
Saskatchewan

カナダ 100万人 診療・処方レセプト、患者情報
等

Saskatchewan州地方保健当局が保険情報より
構築したDB
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MHLW

National Claims and specific screening information 
database system of Japan (NDB)

Health plan Medical institutes

Health insurance claims review and 
reimbursement service

1st Pseudonymization
Sending data (Claim data: 1/month, 
Check-up data: 1/year)

Federation of National Health Insurance 
organizations

1st Pseudonymization
Sending data (Claim data: 1/month, 
Check-up data: 1/year)

Health plan

Check-up data

Medical Institutes

Claim data

Check-up data Claim data

2nd Pseudonymization and 
store to NDB

Prefixed
Analysis

On demand Analysing System

NDB is defined in “Elderly Persons’
Health Care Act” for creating adequate
health care insurance policy.
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NRDBの利用
（平成20年度検討会報告を踏まえた仕組み）

高齢者医療確保法に基づく利用 左記の本来目的以外の利用

厚生労働省保険局総務課
医療費適正化対策推進室

都道府県
厚生労働省内の他部局・他課室

関係省庁・自治体
左記以外の主体
（研究機関等）

医療費適正化計画の作成等
のための調査及び分析等

国による分析等

結果の公表

国が公表する結
果のほか、都道
府県が、国対し、
医療費適正化計
画の評価等に必
要な情報の提供
を要請し、入手

都道府県による
分析等

医療サービスの質の向上等
を目指した正確なエビデンス
に基づく施策の推進

○左記のような施策に
有益な分析・研究

○学術研究の発展に
資する目的で行う
分析・研究○感染症などの疾患の実態把握に

基づく施策
○介護給付費と医療費の実態把握に

基づく施策等

※所掌事務の遂行に必要な範囲内
であることが前提

有識者会議における審査
※データ利用の目的や必要性について審査
※データ利用の目的としての「公益性の確保」が必要

大臣決定
データ提供の
可否について
大臣に助言
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特
定
健
診
等

実
施
機
関

レセプト情報・特定健診等情報の収集経路

特
定
健
診
等
情
報

レ
セ
プ
ト
情
報

医

療

機

関

審査支払機関

代行機関
（支払基金、

都道府県連合会等）

保

険

者

保

険

者

出口

社会保険
診療報酬
支払基金

レセプト情報
サーバ

用
途
に
応
じ
て
集
計
・
加
工
等
を
行
っ
た

上
で
活
用

出
口

入
口

特定健診等
情報

サーバ

入
口

※平成２１年４月診療分のレセプトから収集
（平成２２年６月診療分まで収集済み）

※制度開始初年度である平成２０年度実績分から収集
（平成２０年度実績分について収集済み。）

国の保有する
データベース

※電子データにより請求されるものを収集

ハッシュ

ハッシュ

ハッシュ

ハッシュ
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NDBは匿名化データか？

> 医療機関コード、健診機関番号は含まれている。

> 同一の人の情報は統合できるために、長期の経
過、複雑な診療、特殊な診療では特定できる可
能性がある。

> 疫学研究倫理指針に言う「連結不可能匿名化」と
は言えない。（連結テーブルが破棄されている保
証がない。）
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韓国 HIRA DB, 台湾 NHI Research DB, 日本 NDB

Korea Taiwan Japan

名前 HIRA DB NHI Research DB 正式名称はない

レセプトおよび特定健診・
保健指導DB

収集範囲 全国レベルのレセプトデータを集積(ほぼ100% )
(日本は特定健診・特定保健指導データを含む)

他のデータソース
とのリンク

不許可 患者の同意がある場合に
限り部分的に許可

不許可

収集開始 2000年６月 1996年 2009年４月

対象人工 48,000,000 23,000,000 128,000,000

学術目的の利用 国のプロジェクトに従事
している研究者に限ら
れる。
さらにHIRA Claims 
Data Providing 
Review Committee)の
審査を通過した場合。

目的と提供データ量が適
切か判定されるが、基本
的には学術利用は可

有識者会議の定めるガイ
ドラインに適合した申請で
あることが審査される。
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CMS (USA)の例

> Identifiable Data Files

 非常に厳しい基準とRESDACによる事前審査

> Limited Data Set Files

 HIPAAの基準の２番目に沿った匿名化

 必要に応じてRESDACによる助言

> Non-Identifiable Data Files

 通常は集計情報

 2013年2月からMedicare Claims Synthetic Public Use 
Files（SynPUFs）を提供

 Limited Data Set Filesとほぼ同等の項目だが5% 
samplingした上でt-annonimityの技術で匿名性を確保

 ただし各Data fileは変換されたIDでlinkable
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パーソナルデータの取扱いに関する課題

> 保護は追求されているが、活用しないことに対する対策
はほとんどされていない。

> 個人情報保護法は情報取得主体によって異なるルール
で運用されている。

> 情報保護だけではなく、不正利用に関して実効性のある
悪用防止の手立てが必要ではないか。

> 個人情報の定義が曖昧、つまり匿名化が定義できない。

> 医療・介護分野で安心して利用できる共通IDが必要。
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結論

> ミニマムなパーソナルヘルスレコードをユニバーサ
ルサービスとして整備。マイポータルの発展として。

> ３手帳のクラウドサービスの構築の推進

 クラウド上の手帳と健康管理サービスを一体として輸出
することを目指す。

> 医療・介護機関に負担をかけない標準化の推進

> 広範囲な活用とプライバシー保護を両立させる個
人情報保護法制の整備


